
1 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CLIコマンドガイド 

AP206 / AP212 / AP412 

DSP搭載パワーアンプ 

本書 日本語マニュアルについて 

 

この日本語マニュアルはATEN International Co., Ltdが作成している英語版

ユーザーマニュアルを、日本国内のお客様が製品をご使用になる上での便宜

を図るため、ATENジャパン株式会社にて機械翻訳ベースで作成したドキュメ

ントです。用語・表現などは公開前に人為的な修正を加えておりますが、若干

の表記ゆれなどが残っている可能性がございますので、ご理解願います。ま

た、グローバル共通のマニュアルを翻訳したドキュメントであるため、日本国内

でのお取り扱いがない機種が含まれている場合がありますことを、ご了承くだ

さい。 

製品の取扱説明書としての整合性は英語版ユーザーマニュアルに準じます

が、万が一内容に不備・誤りなどがございましたら、誠にお手数ですが、ATEN

ジャパン株式会社までお問い合わせくださいますよう、お願い申し上げます。 



i 

 

本ガイドについて 

 

AP206/AP212/AP412は、PCまたはコントロールシステムからRS-232またはTelnet

経由で接続し、コマンドで設定・制御が可能です。本書では、本製品への接続方法と、

操作・設定に使用するコマンドについて説明します。 

 

本書の構成は、次のとおりです。 

第1章 リモートターミナル操作：事前の準備、Telnetセッションの開始方法、RS-232コ

マンドを送信するためのシリアル通信セッションの確立方法について説明します。 

第2章 CLIコマンド：AP206/AP212/AP412のコマンド構文と制御コマンドについて説明

します。 

 

注意： 

⬩ 本製品や接続機器の損傷を防ぐため、必ず本書の内容に従ってセットアップ・操

作を行ってください。 

⬩ 本書の公開後、機能の追加・改良・削除にともない、内容を更新する場合がありま

す。最新のマニュアルは、http://www.aten.com/global/en/ でご確認ください。 
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マニュアル表記について 

このマニュアルでは、次の規則を使用します。 

 

[ ] 押すキーを示します。例えば[Enter]は、Enterキーを押すことを表し

ます。複数のキーを同時に押す場合は、[Ctrl + Alt]のように表記し

ます。 

1. 番号付きのリストは、順番どおりに実行する操作手順を示します。 

♦ ◆印の箇条書きは補足情報であり、操作手順ではありません。 

> 「>」は、次に選択する項目を示します。例えば「スタート」>「実行」

は、「スタート」メニューを開いてから「実行」を選択することを表しま

す。 

重要な情報を示します。 
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第1章 

リモートターミナル操作 
 

概要 

AP206/AP212/AP412は、DSP搭載パワーアンプです。PCやコントロールシステ

ムからRS-232またはTelnet経由でリモートログインし、システムを制御できます。 

 

セットアップ 

Telnetなどのテキストベースのターミナルアプリケーションから本製品をリモート制

御するには、Telnetサーバー機能を有効にする必要があります。本製品のウェブ

GUIにログインし、「設定」画面 >「全般」タブ >「ネットワーク設定」の順に移動して、

「Telnetサーバーを有効にする」にチェックを入れてください。 
 

 

 

 

注意： 

上図は参考用です。ウェブGUIの実際の設定画面は若干異なる場合があります。 
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AP206/AP212/AP412への接続（Telnet経由） 
 

AP206/AP212/AP412のTelnetセッションを確立するには、次に従って操作しま

す。 

1. PCまたはコントロールシステムを、AP206/AP212/AP412と同じネットワークに

接続します。 

2. PCのコマンドプロンプトを起動します。 

3. コマンドプロンプトで、次のようにコマンド※とAP206/AP212/AP412のIPアドレ

スを入力します。 

telnet [IPアドレス] 

4. [Enter] キーを押して、ログイン画面を表示します。 

5. ログイン名を求められたら、ユーザー名とパスワードを入力し、[Enter]キーを

押します。ユーザー名とパスワードは、ウェブGUIのログイン情報と共通です

（初期設定はadministratorまたはoperator）。 
 

 

注意： 

※ Windows 10以降のPCでは、Telnetクライアントが標準では無効になっています。

あらかじめ「Windowsの機能の有効化または無効化」からTelnetクライアントを有効

にしてください。 

・ユーザー名は、すべて小文字で入力してください。 
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6. セッションが確立されると、コマンドで本製品を制御・設定できます。コマンドの詳

細については、次を参照してください。 

⬩ p.5「コマンド構文」 

⬩ p.6「コマンド一覧」 

 

注意： 

すでにログイン中のユーザー名で再度ログインすると、新しいセッションだけが有効

になり、以前のセッションは切断されます。 
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AP206/AP212/AP412への接続（RS-232経由） 

 

1. PCまたはコントロールシステムを、本製品リアパネルのRS-232ポート（3極

ユーロブロック）に接続します。（3極ユーロブロック）に接続します。 

2. PC を使用する場合は、PuTTY や Tera Term など RS-232 シリアル通信

に対応したクライアントプログラムをダウンロードしてインストールします。 

3. プログラムを実行し、以下の通信設定を行います。 

⬩ ボーレート：19200 

⬩ データビット：8 

⬩ ストップビット：1 

⬩ パリティー：なし 

⬩ フロー制御：なし 

 

4. 本機との通信が確立されると、コマンドで本製品を操作・設定できます。コ

マンドの詳細については、次を参照してください。 

⬩ p.5「コマンド構文」 

⬩ p.6「コマンド一覧」 

 

注意： 

本製品がスタンバイモード中は、RS-232コマンドを受け付けません。 
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第2章 

CLIコマンド 
 

概要 

AP206/AP212/AP412は、PCまたはコントロールシステムなどからRS-232または

Telnetコマンドで操作・設定ができます。この章では、コマンド構文と、操作・設定に

使用する各コマンドについて説明します。 

 

コマンド構文 

 

⬩ コマンドの一般的な形式は、次のとおりです。 

コマンド パラメーター <引数> {1|2|3} 
 

表記 説明 

コマンド コマンドの名前は太字で表示されます。 

パラメーター パラメーターの名前です。 

<引数> ユーザーが指定する値や情報を示します。山カッコ< >の中の情報

だけを入力し、カッコ自体は入力しません。 

[ ] 省略可能な項目を示します。角カッコ[ ]の中の情報だけを入力し、カッ

コ自体は入力しません。 

{ } いずれか1つを必ず選択する項目を示します。 

| 同時には選択できない2つ以上の選択肢の区切りを示します。いずれ

か1つだけを入力し、記号自体は入力しません。 

 

⬩ パラメーターが2つ以上ある場合、入力する順序が変わっても実行結果は同じ

です。例えば、次の2つのコマンドは同じ動作をします。 

コマンド名 + パラメーター1 + パラメーター2  

コマンド名 + パラメーター2 + パラメーター1 
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コマンド一覧 

以下のコマンドを使用すると、TelnetまたはRS-232経由でAP206/AP212/AP412を

制御・設定できます。 Telnet または RS-232 の接続方法については、 p.2

「AP206/AP212/AP412への接続（Telnet経由）」およびp.4「AP206/AP212/AP412へ

の接続（RS-232経由）」を参照してください。 

 

チャネル番号 

各チャネルに対応する引数の値は、以下の表で確認できます。例えば、スピーカー

出力チャネルAを指定する場合は「o1」、ライン出力チャネル4（AP412）の場合は「o8」

と入力します。 

利用可能なチャネル番号や引数の値は、モデルによって異なります。 

 

チャネル チャネル数 引数の値 
対応モデル 

AP206 AP212 AP412 

スピーカー出力 

チャネルA 出力1 1 ✓ ✓ ✓ 

チャネルB 出力2 2 ✓ ✓ ✓ 

チャネルC 出力3 3   ✓ 

チャネルD 出力4 4   ✓ 

ライン出力 

チャネル1 出力3 3 ✓ ✓  

チャネル2 出力4 4 ✓ ✓  

チャネル1 出力5 5   ✓ 

チャネル2 出力6 6   ✓ 

チャネル3 出力7 7   ✓ 

チャネル4 出力8 8   ✓ 
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read 

⬩ 機能 

デバイス情報、ネットワーク設定、およびシステム状態を表示します。 

⬩ コマンド入力例 

read 

 

 

注意： 

上図は参考用です。実際のコマンドの応答は若干異なる場合があります。 
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reboot 

 

 

⬩ 機能 

主電源を切らずに、本製品を再起動します。一時的なネットワーク障害で通信でき

なくなった場合は、再起動による復旧をお試しください。 

⬩ コマンド入力例 

reboot 
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standbyon 

 

 

⬩ 機能 

本製品を手動でスタンバイモード（低消費電力状態）に切り替えます。-24dBu以

上の音声入力を検出するか、ウェブGUIからリモートアクセスすると、スタンバイ

モードは解除されます。 

⬩ コマンド入力例 

standbyon 

 

注意： 

本製品がスタンバイモード中は、RS-232コマンドを受け付けません。スタンバイモー

ド中に操作する場合は、Telnet経由でコマンドを送信するか、音声を入力してスタン

バイモードを解除してから操作してください。 
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profile f[n] load 

 

⬩ 機能 

ウェブGUIであらかじめ登録したプリセットを適用します。 

[n]には、ウェブGUIで登録したプリセット番号を指定します。指定できる番号は1～

20です。 

 

 

⬩ コマンド構文 

profile f[n] load 

⬩ コマンド入力例 

profile f2 load 
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volume 

 

 

⬩ 機能・構文 
 

構文 機能 

volume  各チャネルの現在の出力音量を表示します。 

volume o[n] v[x] 指定したチャネルの出力音量を調節します。 

volume o[n] step[s] 指定したチャネルの出力音量を、0.5dB単位で増減しま

す。 

 

⬩ パラメーター 

⬩ o[n]： 

音量を調整する出力チャネルを、1桁の数字で指定します。詳細は、p.6「チャネ

ル番号」を参照してください。 

⬩ v[x]： 

音量をdBFS単位で指定します。 
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注意： 

1. スピーカー出力チャネルで指定できる値は、-50～12dBまたは-

90dBです。 

2. ライン出力チャネルで指定できる値は、-80～6dBまたは-90dBで

す。 

 

⬩ step[s]： 

音量を増減するステップ数を、数字で指定します。1ステップは0.5dB

です。 

 

⬩ コマンド入力例 

volume o2 v-50 (スピーカー出力チャネルBの音量を-50dBFSに設定する)  

volume o4 step-2 (出力4の音量を2ステップ〈1dB〉下げる) 
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mute 

 

 

⬩ 機能・構文 
 

構文 機能 

mute 各チャネルのミュート状態を表示します。 

mute o[n] on 指定したチャネルをミュート（消音）します。 

mute o[n] off 指定したチャネルのミュートを解除します。 

 

⬩ パラメーター 

⬩ o[n]： 

チャネルを1桁の数字で指定します。詳細は、p.6「チャネル番号」を参照してくだ

さい。 

⬩ on：指定したチャネルの音声出力を止めます(ミュートします)。 

⬩ off：指定したチャネルのミュートを解除します。 

⬩ 例 

mute o2 on (スピーカー出力チャネルBをミュートする) 
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